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イチゴの茎頂および植物体の"Zﾉijl?り保存

後藤隆子，宮崎正ＩｌｌＬ奥正和，佐藤宏

Ｉ７ｚＤＺｔ７ｏＳｔｏｒａｇｅｏｆＳｈｏｏｔＴｉｐｓａndP1antlets

ofStrawberry（野ａｇａ７ｉａａ７ｚａ７ｚａｓｓα)．
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Ｆｏｒｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆ力ｚ〃jbDstorageatlowtemparature,strawberryshoottipswereplacGdin

B5mediumcontainingqlmg/Ｃ１ＡＡａｎｄｓｔｏｒｅｄａｔ５℃inthedarkafterpre､culturil1gat

25℃under2,000lux，Afterthestoragefor30-360ｄａｙｓａｔ５℃，theywereincubatedat25℃

under2,000lux,l6hr/dayfor60days、

Ｓｈｏｏｔａndrootformationrateswerelowerasstorageperiodwaslonger･Ｂｕｔabout20-

30％ofshoottipsstoredfor360dayssurvivedanddevelopedcompleteplanｔｌｅｔｓ

Ｆｏｒｔｈｅｓｔｕｄｖｏｆノ〃〃/かDstorageatroomtemparature,strawberryshootswerecultu1℃din

B5mediacontainillg2or0.2％sucroseandsevel･algrowthretardants(CCC,ancymidolor

ABA)ａｔ２５℃under2,0001ux,l6hr/dayfor4months・

Thegrowthofstrawberryplantletwassignificantlyreducedinthemediumcontaining

q2％sucroseTheplantgrowthretardantsweren，teffectiveinthereductionofgrowth．
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イチゴは〆他の多くの野菜が種子で繁殖するのに対し，ランナーによる栄養繁殖を行う．従っ

て，育種素材となりうる有川品種を保存するには親株を圃場で維持する以外考えられなかった．

しかし，この方法は毎年膨大な労力，［i1il場而穣および経費を必要とし，かつ植物体、身も病虫害

による汚染や不慮の７１Ｆ故などの危険に端にさらされている．

これらの|H1題を取り除くには，械物のﾉIﾐ氏を人為的に調節し，ｉ７２ｚﾉｶﾞ/'りで植物体を維持するこ

とが鎧も朝ましいと思われる．力ｚｚﾉﾉかりで植物体を保存するには，植物の代謝を仰ｌＩｉｌ)する条件に

培養環境や培地組成を設定する方法が用いられている．植物の生艮抑制にしばしば用いられる環

境条件は温度で、それには低温（０℃以上）と凍結がある．イチゴは比絞的低温に強い植物であ

ると言われ，Kartha1)らはイチゴの茎項を凍結保存し，，闘い生存率を得ている．凍結は植物の代

謝を停止させるため，かなり良期間〃保存でき，過伝査源を維持するには最も有効な方法だと思わ

れるが，専用の装般による微妙な温度篠理が要求きれる．そこで，町使にできるイチゴ植物の保

存を検討するため，ノ〃ひ"）Ｄにおける茎頂の低温保存および植物体の室温保存について実験を行
った．

実験方法

茎頂の低温保存試験

供試材料．露地栽培しているイチゴ品麺‘宝交早生’および‘アメリカ,のランナーを擁

1.

1）
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取し，減爾後，顕微鏡下で約1,1mの茎項を切り取I)，0.1mg／ＣＩＡＡ（Indole-3-acetic

acid）および２％藤糖を含むＢ５２)寒天培地の入っている小試験管（直径18mm，満さ100ｍ）
に髄床した．

２）保存方法一f術実験の結果，茎頂は５からｌ０ＨＩｌｉ125℃で前培養を行うと，ｉｆ床Ih:後に低温
に移すより保存後の生存率が高かった．そこで，培地にiri床した茎頂を25℃，２０００Ｇｘ，１６
時間ロ照で５n冊IMi塒鍵を行った後，５℃，暗条件下に30,90,180,360111111保存した．一
試験区あたl)，‘憲交早生,で約17個体，‘アメリカ，で約20個体を用い，冷蔵川[内での齢'１１
断汚染を防止するため，試験区111位でポリ袋に密封した．

3）調査方法保存期間が終了した試験区は，５℃暗条件下から25℃，2000Ｃｘ，１６時間}]照
に移して60[]間培養し，シュートの形成および草丈，不定根の形成および根焚について調謙
した．

２．植物体の室温保存試験

1）供試材料パイオポットで無繭的に培養しているイチゴ品菰腱宝交早生’から草丈約2.5
ｃｍ，陵｢)H葉が３枚程度の腋芽を採取し，根を除いた後（近さ約0.039），パイオポット（ｉＩｌｆ
径８cm，商さ10cm）に２個体づつ移植した（Fig.１）．

2）培地組成および塘養条件Ｂ５寒天培地に２％または0.2％熊糖および１ｍｇ／４のアンシ
ミドール，（2Chloroethyl）trimethylammoniumchloride（ＣＣＣ），アブシジン酸（Ａ
ＢＡ）をTable2に示す組み合わせで添加した．培地はパイオポットに各60mOづつ分注した．
培養は25℃，２００００ｘ，１６時間日照で行い，１試験区３ポット合計６個体の材料を)i)いた．

3）調査方法移植４カノ}後，革丈，展朋業数，葉正，根長，機数，根菰および枯葉数につい
て測定した＿

結果および考察

１．茎頂の低温保存試験

1）シュート形成率および箪丈Ｔａｂｌｅｌに示したように，シュート形成率は保存期間が長く
なるほど低くなったが〆保存180Ｈで‘宝交早生'18％、‘アメリカ'５０％，保存360Ｈで‘宝
交早''二’２１％，‘アメリカ’３２％と比較的商い#１１今でシュートが形成された．また，保存
180n以降の茎項は，２５℃に移した時点で，すでにシュート形成がみられ，低棡，暗条件で
も茎頂は徐々にﾉﾋ氏することがわかった．

草丈は，保存期間が焚くなると，３cm以｣２になる個体の卿I合が1W卯した．これは低温保存
中に起こる茎頂の生撰が主な原因と考えられる．

2）不定根形成率および根長不定根形成率もシュート形成率と１，１様の傾向を示した（Table

ｌ）．不定根はシュートの場合と若干異なり，低温保存期llMが長くて625℃に移した時点で
はまだ形成されていなかった．

不定根は，２５℃，601:1間の培養でほとんどが３cm以上になり，その他も培養を続けると(111
長したため，１ｉｔ終的に低温保存で生存していた茎頂の大部分が、ｍ場に移しても充分ﾉﾋ行で
きる状態までに生青した．

2．植物体の室温保存試験

l）培地｢'１の熊糖濃度による'セ氏抑制基本塘地の薦雛濃度を述術嬬養に川いている２％から
0.2％に減じると，草丈は顕著に低くなった．葉数は熊糖膿唆にあまり影響されなかったが，
騰糖臘喚が低いと枯葉が多くみられた．また，0.2％簾糖添加区の展BH葉は小さくて舟[みが
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無く，色も薄い傾向がみられ，平均葉Krは２％1M:糖添lⅡ１反のｌ／２程度だった（Fig.４，５，
Table２１
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0.2％嚥糖添加区の根長並びに平均根ilrは２％熊糖添illl区に比べてかな})低い|if(を示し，

簾糖濃嘆による生焚のlIlIIliIIは地-1｢部で特Iこ顕:符にみられた（Fig.２，３，Table２）．

2）培地中の生長抑制物質による'上健jll1制ジベレリン化合成111害物賀であるアンシミドール

およびＣＣＣ，ノｉ２腱阻害作用を持つ'1三良調節物賀であるＡＢＡがイチゴ他物体に及ぼす生育

抑制効果を検討したところ，Ｔａｂｌｅ２およびFig.２，３，４，５に示した結果を得た．

アンシミドール添加区は熊糖濃度２％の場介，IYK丈，蝋数および雄jnが無添加区よりやや

大きい傾向を示した．陵1)ｌ]葉も緑色が濃く，厚みがあったが，下蕊は枯れているのが多かつ
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た．しかし，根の仰及は:祥し〈抑制され，太くて短い特徴的な根を形成していた．反in｢，機

数が無添加区の２１貯以｣含あるため，根爺は大きくな})，結果として地下部の生育がljlI1liﾘされ

ているとは富えなかった．樵IWj濃度0.2％のj扮令，無添ＤＩＩ[Ｘに比べて革丈が低くなり嬢化し

たが，葉数がやや多く，雄iiはほとんど差がなかった．恨政は僻添加区より多かったが，鵬

の仲:liEは２％鯛ｌＩｊ搬皮より強く抑制されており，根iltも小さくなった．

ＣＣＣ添加区は藤棚搬度にIlM係なく，生育lJl1IljU効染がみられなかった．

ＡＢＡはアンシミドールの作用と類似しておI)，藤撫濃度が２％の場合，ＡＢＡ添加lXの

単丈，葉数および蕊111は無添加区よりやや大きい頓Ifi]を示した．根の伸長は著しく抑Ｉｌｉﾘされ

ていたが，各々の根が太いため，根重は大きくなった．02％礁糖濃度の場合，葉数1kびに

葉正は鱸添加区に比べて少なかった．しかし、地下部は太くて短い根を形成しているため，

根顛は大きくなった．

以上の結果，イチゴの鞭爪を25℃で前培養した後５℃Ⅱ肝条|'|:下で保存すると、保存｣９１１１１１が

長くなるにつれシュートおよび不定根形成率は低|fしたが，保存36ＯＩＩでも‘宝交-IIL/|：，で

21％，‘アメリカ’で32％の茎頂がｲﾋ存しており，２５℃1ﾘ1条件「で培養するとllli化TI｢能な大
きさにまで生長することがわかった．

また，イチゴ脳物体の寵温保存試験に関しては，培地'１１の藤糖濃度を低下させることで'１當

育を強く抑制させることができた．培地｢１１の藤機濃度を低下させると生長が抑制される現象

はカーネーション3)やキク､などでも報告さｵしている．藤糖は没透圧とは異なる作用性を持

って発根に強く作川すると蘭われておI)s】、本実験においても同様の結果を得た．ｊin術，イ

チゴを！〃〃ｉｆ'Ｕで塔喪する場合，室温条件では約３カハ以|ﾉlに継代する必要があるが，礁雛

濃度を調節すると継代1911川が延長され，ｉ〃【'"）ＤにおけるＭｉ物ｲｲﾐの保存がより効率良くおこ
なえるものと思われる．

アンシミドールおよびＡＢＡなどの生燭flllliI物厩による'kf7IIlllliIは，根の仲奨をllllIliIした

ものの．lllﾖｲｲﾐ正は蛎添lllllXとあま')篭がなくほとんど効来がなかった．

イチゴは植物(ｲEの維排，ｊ竹殖に多大の時１１１１，労力，ｎｌ１ｌ川および、場而積が必要であったが］

バイオテクノロジーによるｉ７ｚＵ"”での植物体の保存や大IiUW殖技術を用いると，多極の保

存品種から必要とするものを選択しその苗を多jitにかつ迅速に生産者に供給できる優れた
育苗システムの確立が可能になる．本実験で↑(｝られた絲采は，簡便かつ効果的にイチゴを保
存できるのでこのシステムに充分利用できると琴えられる

要約

イチゴの茎項を25℃でliiijl1f擁した後５℃暗条件下で一定Ⅲ１１１１Ⅲ1(がし，再び25℃lﾘ1条件l｢で哨鍵

してその生育をiillIべた．’1Ｍﾘﾘ11111が焚くなるにつれシュートおよび不定根形成率は低~1Ｌたが，

保存360[]でも20～30％職峻の茎]Tlが｣'二存しており，ｌＩ１ｉｉ化'１｢能な大きさにまで生長した．

またイチゴ無菌illiを２％または0.2％薦糖および種々の生｣封Il1制物質（ＣＣＣ，アンシミドー

ルおよびＡＢＡ）を/jllえたＢ５培地に植えつけ、２５℃で塒鍵したところ，0.2％藤糖で致祥に生
育が抑制されており，生氏１１１１制物賛はほとんど効果がなかった＿
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